
令和３年度 シラバス 

教 科 商業 科 目 原価計算 学 年 第２学年 
学 科
類 型 

情報ビジネス科 

単位数   ２単位 教科書 原価計算 新訂版 (実教出版) 

副教材 完全段階式 標準検定簿記問題集 

 

学習目標 

製造業における原価計算及び簿記に関する基本的な知識と技術を習得し、原価について理
解するとともに、原価計算から得られる情報を活用する能力と態度を育てていきます。 

 

キャリア 
教育の視点 

 簿記は企業の経済活動を貨幣価値によって組織的に記録、計算、報告する技術です。簿記
を用いることにより、企業の状況を日常的に把握できるばかりでなく、損益計算書や貸借対
照表などの財務諸表により、企業の経営成績や財政状態を明らかにするということを理解し
ていきます。 

 
 学習計画及び内容  考 査 
 
１ 
 
学 
 
期 

４月 
 

５月 
 

６月 
 

７月 

第Ⅰ編 原価計算の基礎 
 
第Ⅱ編 原価の費目別計算 
第Ⅲ編 原価の部門別計算と製品別 

計算 
第Ⅳ編 製品の完成・販売と決算 
第Ⅴ編 標準原価計算の基礎 
第Ⅵ編 直接原価計算の基礎 

原価計算の基本的な事項、製品の製造
原価を計算するための第一手続きとして
の費目別計算を学習します。 
第二、第三手続きとしての部門別計算

と製品別計算の記帳方法を学習します。 
製造業の決算について、報告書の作成

方法を学習します。 

 
 
中間考査 
 
 
期末考査 

 
 
２ 
 
学 
 
期 

８月 
 

９月 
 

10月 
 

11月 
 

12月 
 

    
 
 
 

３ 
 
学 
 
期 

１月 
 

２月 
 

３月 
 

   
 
 
 
 

 
学 
習 
の 
方
法 

学習についての概要を説明し、目標を十分に理解させ、学習に対する意識付けを行います。また、

単元ごとの小テストを行い、学習の定着度を確認しながら授業を進めていきます。 

全国商業高等学校協会主催 簿記実務検定１級取得を目指します。 

 
評 
価 
の 
仕
方 

定期考査の成績と平常点で評価します。平常点は、検定の取得状況、小テスト、授業態度、課題や
提出物などを総合的に評価します。 
 

 
備 
考 

 

 


